
これまでの料金見直しの評価

（参考資料）

参考資料２
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休日割引の評価（三大都市圏を起点とする利用台数）

○H26.4料金割引見直しの前後で、三大都市圏を起点とする高速道路の利用台数は横ばいとなっている。

※三大都市圏内のICから流入し、地方圏のICから流出した台数を集計
・三大都市圏とは、首都圏（千葉県、埼玉県、東京都、神奈川県）、

中京圏（岐阜県、愛知県、三重県）、近畿圏（京都府、大阪府、兵庫県）
・地方圏とは、その他の県（北海道と沖縄県は除く）

※ 利用者台数は各年9～11月休日、普通車・軽自動車のIC流入台数を集計
ETC利用車、非ETC利用車含む総交通量

○三大都市圏から地方圏への距離帯別交通量（休日・普通車以下）

■：利用台数[台/日]（右軸） ■：対H25比[%]（左軸）

H26 H27 H28 H29 H30 R元
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○休日割引適用の大都市圏（中京圏）において、名神高速の一宮IC・一宮JCT付近、東名高速の
豊岡JCT・岡崎IC付近、東名阪道の四日市IC・鈴鹿IC付近を中心に、高速道路が渋滞している。

休日割引に関する課題 （休日における混雑状況・中京圏）

3

※中京圏の新たな高速道路料金においては、休日割引について、
料金水準の統一による負担増などを考慮し、名古屋第二環状

自動車道を除き、当面継続する方針
（R2.3.31：中日本高速道路会社に対して事業許可、名古屋高速
道路公社に対して料金認可）

○R元年（1月～12月）における休日の渋滞実績（交通集中に伴う渋滞）について、渋滞回数40回/年以上を集計

Ｃ

開 通 済（NEXCO路線）

事 業 中

調査中路線

休日の主な渋滞箇所

凡 例

開 通 済（その他）

（図中の数字は渋滞回数）



休日割引に関する課題 （休日における混雑状況・近畿圏）
○休日割引適用の大都市圏（近畿圏）において、湯浅御坊道路の有田南IC・広川南IC、名神高速の

草津JCT・大津IC、新名神高速の大津JCT（仮称）を中心に、高速道路が渋滞している。

阪神高速

凡例

NEXCO大都市近郊区間
（休日割引不適用）

NEXCO大都市近郊区間
（休日割引適用）

休日の主な渋滞箇所
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○R元年（1月～12月）における休日の
渋滞実績（交通集中に伴う渋滞）について、
渋滞回数40回/年以上を集計

（図中の数字は渋滞回数）

国交省（無料区間）

本四高速



・中京圏（一般道）

通勤時間帯における一般道の渋滞（中京圏）
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：～10km/h

：10～20km/h

：20～30km/h

：30～40km/h

：40km/h～

凡 例

ETC2.0データ（R元.10月平日 7時台）

○中京圏の一般道路では、通勤時間帯において、名古屋市付近中心に東海環状自動車道内側の
エリアで20km/h未満の渋滞が発生している。

平日 7時台

地域の主要渋滞箇所

伊勢湾岸自動車道



・中京圏（一般道）

通勤時間帯における一般道の渋滞（中京圏）
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：～10km/h

：10～20km/h

：20～30km/h

：30～40km/h

：40km/h～

凡 例

ETC2.0データ（R元.10月平日 17時台）

地域の主要渋滞箇所

平日 17時台

伊勢湾岸自動車道

○中京圏の一般道路では、通勤時間帯において、名古屋市付近中心に東海環状自動車道内側の
エリアで20km/h未満の渋滞が発生している。
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首都圏内の料金水準の整理・統一 （H28.4～）

太平洋

Ｃ

: 高速国道の大都市近郊区間と概ね同じ

: 高速国道の大都市近郊区間より料率が低い

注） 点線は整備中区間

: 高速国道の大都市近郊区間より料率が高い

: 大都市近郊区間外の高速国道等

: 利用距離により料率が変化

平成27年10月31日時点

Ｃ
: 高速国道の大都市近郊区間と概ね同じ

: 高速国道の大都市近郊区間と概ね同じ（激変緩和措置）

注） 点線は整備中区間

: 大都市近郊区間外の高速国道等（普通区間）

料金水準を
整理・統一

＜現状＞ ＜平成２８年度～＞

圏央道などの整備進展 利用重視の料金

料金水準や車種区分を統一

整備重視の料金

整備の経緯の違い等
料金水準や車種区分等に相違

※1

※1

※1

※1

※1

※1

※2

※1 上限料金を設定するなどの激変緩和措置を実施

※2 埼玉外環については、圏央道の概成（境古河～つくば中央の開通時）に合わせて、新たな料金を導入
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首都圏内の車種区分の整理・統一 （H28.4～）

注１） 新湘南バイパスについては3.8

2車種 3車種 5車種

軽自動車等

1.0 1.0

0.8

普通車 1.0

中型車 1.2

大型車

2.0

1.5 1.65

特大車 3.5注１ 2.75

（参考）
対象路線

首都高速
京葉道路

千葉東金道路
新湘南バイパス

その他

5車種

0.8

1.0

1.2

1.65

2.75

全路線

５車種区分に
整理・統一

※

※首都高速について段階的に実施することとし、
中型車1.07、特大車2.14とする（R2年度まで）
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160,000

H28.3 H29.3

136,000137,700
▲４％

＋１％

：一般道（国道246号）

：首都高速（3号渋谷線）

渋谷

高樹町

霞が関

芝公園

汐留

谷町JCT

港区青山付近

青山一丁目
交差点

一般道（国道246号）

首都高速（3号渋谷線）

交通量（台/日）

首都高速に並行する一般道の交通状況

＜3号渋谷線/国道246号＞ ＜7号小松川線/国道14号＞

48,500 49,400 

40,900 40,400 

0

20,000

40,000

60,000

80,000

100,000

H28.3 H29.3

89,400 89,800
▲1％

＋2％

交通量（台/日）

※ H28.3について、首都高速、一般道ともに交
通量調査日（H28.3.2（水））における断面交通量

※ H29.3について、首都高速、一般道ともに交通
量調査日（H29.3.1（水））における断面交通量

9

※ H28.3について、首都高速は3月の平日平均
交通量、一般道は交通量調査日（H28.3.2（水））
における断面交通量

※ H29.3について、首都高速はH29.3.1～3.17
の平日平均交通量、一般道は交通量調査日
（H29.3.1（水））における断面交通量

○ 首都高速の交通量が増加しているのに対し、並行する一般道は約１～４%減少。
○ これは首都高速の短距離利用の増加が一因であると想定される。

※高速道路 ネットワークはH29.3.1現在

京葉道路
接続

京葉道路一般道（国道14号）

首都高速（7号小松川線）
錦糸町

一之江

小松川

：一般道（国道１４号）

：首都高速（7号小松川線）

一之江一丁目
交差点



中央道

東北道
常磐道

横
横
道
路

アクアライン

東名高速

高井戸

三ツ沢

用賀

美女木
JCT

川口
JCT

三郷JCT

篠崎

高谷

狩場
JCT

並木

川崎浮島
JCT

都心流入・湾岸線誘導割引

中央環状線

環境ロードプライシング割引

羽田

大師

①物流事業者向け割引（大口・多頻度割引）の拡充

※2
■車両単位割引（多頻度割引）

H24.1より最大12％→最大20％に拡充。その後、H28.4より最大25％（中
央環状線内側を経由しない場合）に拡充。
■契約単位割引（大口割引）

H24.1より5％→10％に拡充。

（注）ETCコーポレートカードによる利用が対象

都心流入割引

横浜都心部等⇔都心環状線間
の利用で、湾岸線（川崎浮島JCT
～大黒JCT）を経由した場合は、
H28.3までの上限料金（普通車：
950円）とする。

対象経路上の出入口の利用も
上記上限料金が適用。

関越道

②外環道迂回利用割引

放射高速道路⇔都心環状線間の
利用において、外環道を1JCT間の

み迂回した場合、直行した経路と
同じ料金となるよう首都高速と外
環道の通行料金を割引する。

首都高速の主な料金割引

放射道路端末部⇔都心環状線間の利用は、端末部から最も近い都心環状
線の出入口までの料金、あるいは、H28.3までの上限料金（普通車：950円）
の低い方を上限とする。

（H29.2～）

（H28.4～）※1

（H28.4～）※1

（従前通り）

（H28.4～）※2

※1 激変緩和措置 10

大黒JCT

横羽線（大師～浅田）を通行せずに、湾岸
線（川崎浮島JCT～大黒JCT）または川崎線
（川崎浮島JCT～大師出入口）を利用する
大型車、特大車を10～20％、最大1,000円
割引く。
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Ｈ２７年度 Ｈ２８年度 Ｈ２９年度 Ｈ３０年度 R元年度

コーポレートカード クレジットカード 現金等

首都高速の大口・多頻度割引の拡充の評価

○コーポレートカード収入割合

11

○ H27年度と比較して、大型車以上の車両単位割引の利用台数は微増傾向（＋3.9％増）にあり、コー
ポレートカードからの収入割合も同様の傾向を示している。

232, 77% 253, 78% 270, 79% 268, 80% 271, 81%

69, 23% 71, 22% 70, 21% 68, 20% 64, 19%
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車両単位割引 利用なし

単位：（利用台数[万台] , 利用台数比率）○大型車以上の車両単位割引の利用状況

※H27年度は旧大型車を対象

※各年度11月の実績（首都高速）

＋3.9ポイント 微増傾向

微増傾向

232，77.1% 253，78.2% 270，79.3% 268，79.7% 271，81.0%

69，22.9% 71，21.8% 70，20.7% 68，20.3% 64，19.0%

65,230，25.5% 67,761，25.1% 70,877，26.2% 71,297，26.5% 71,477，27.1%

12,004，4.6%13,467，5.0%14,908，5.5%16,923，6.3%16,893，6.6%

173,397，67.9% 184,778，68.6% 184,344，68.2% 183,903，68.5% 180,043，68.3%

単位：（収入[百万円] , 収入比率）

R元年度

※各年度合計を集計



迂回台数３０台/日

【関越道】 【首都高速（大宮線）】 【東北道】

【常磐道】 【京葉道路】 【東関東道】

迂回台数１６台/日

迂回台数７５台/日 迂回台数２台/日 迂回台数８９台/日
迂回台数

計２１２台/日

（直行台数4,921台/日）※ （直行台数2,583台/日）※

（直行台数5,195台/日）※ （直行台数6,585台/日）※ （直行台数6,611台/日）※

※美女木JCT/大宮線・新都心線川口JCT/三郷JCT/京葉道接続部/高谷JCTと都心環状線を発着した台数であり、割引対象外となる外環出入口発着や他放射路線からの迂回車両が含まれる。

外環道迂回利用割引の適用実績 （R元年11月平均）

12

直行経路 迂回走行

外環道のETC通行料金

外環道迂回利用割引後料金

首都高速の都心流入割引後料金

首都高速の割引後料金

【凡例】

※いずれも普通車で日中（4時～24時）に
走行した場合の料金



東京都

東北道
常磐道

関越道

川
口
線

外環道迂回利用割引の利用状況（時間帯別）

※R元.11の全日平均値
迂回台数：営業データから外環迂回利用割引適用台数を抽出。迂回時間は首都高流入時間により算出。
渋滞損失時間：トラカンデータより算出 13
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損失時間 川口線 損失時間 三郷線

割引台数 川口線→三郷線 割引台数 三郷線→川口線

上り

下り

三郷線のみ渋滞する時間帯に
川口線への迂回が発生

13

渋滞損失時間 川口線 渋滞損失時間 三郷線

迂回台数三郷線→川口線迂回台数川口線→三郷線

迂回台数
渋滞損失

時間

○ 上り方向においては、三郷線・川口線の両路線が渋滞する６～８時は迂回台数が少ないが、三郷線
のみ渋滞する15～18時において、三郷線→川口線への迂回が発生。

○ 下り方向においては、上りに比べ渋滞状況が軽微であることから、迂回は少ない。


